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私共の糖尿病友の会は名称を一息会と申します。
川越市に在る埼玉医大総合医療センターの所属

です。名称の由来は一病息災を目指して会員同志
が頑張りたいとの念願をこめて命名しました。

平成９年の発足ですが当初私を含めて発起人３
名とスタッフ数名で設立準備に入りましたが、
仲々入会希望者が無くやっと15名が集まったとこ
ろで設立総会を開催しました。現在会員は58名に
増えております。活動状況としては年２～３回の
理事会と定期総会が１回及び歩行会等を春秋の２
回実施しておりますが参加者が少ないのが悩みの
種となっております。また当院の第一内科が主催
する年４回の糖尿病教室（主として非会員が対象）
にも毎回一息会員から有志が参加して勉強してお
ります。

また、昨年10月５日に森林公園で開催された埼
糖協主催のウォー
クラリーでは総合
成績が我が一息会
チームが１位とな
り優勝しました。

今年も一病息災
を目指して会員一
同頑張ります。

埼玉県　一息会

田口　武雄

一病息災を目指して

私達は栄養士のボランティア奉仕団で、定年を迎え
てからの者、まだ現役で病院や事業所などで、栄養指
導をしているグループです。

私達の目標は疾病予防と進展阻止への貢献にありま
す。

一例を紹介しましょう。一人の患者が、「そろそろ
透析に入った方が良い」と医師から伝えられたと、私
を訪ねてきました。その女性は透析に依存したくない
と涙声で訴えてきましたので、私は「では医師にその
旨を伝え食事で頑張ることを相談してみて下さい」と
伝えました。彼女は1400kcalと蛋白20gで頑張ることに
なりました。その折りそれに要する費用や時間等説明
をし、毎週１回面接をしてその努力を称えつつ４年間
継続できました。当時年間700万円くらい要したと聞
きましたので食管理により本人のQOLを高め更に、随
分医療費の削減に貢献できることを実感しました。ま
た、一流企業である会社では、食堂等の環境はすこぶ
る立派であるにも関わらず、食事内容が乏しく、澱粉
性食品と多脂性食品が主となっていました。よってメ
タボ症候群を有する人が多く見られました。家庭や企
業がもう少し食事に注意を払って欲しいと思います。

私達は毎月１回糖尿病者の調理実習並びに栄養相談
を実施しており高齢で歩けなくなるまで、参加して頂
いております。

神奈川県支部　スタッフの会　睦月会　会長

常盤　千鶴子

栄養士の役割と
その実例
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群馬県　上大類病院　健康友の会　事務局

堀口　時子

元気な笑顔は
今悩んでいる人を救う力

当院には27年前から日糖協の分会「紫の会」があ
りましたが、糖尿病以外の生活習慣病の患者さんも
含めた「健康友の会」に移行し、その中の糖尿病部
会として存続していました。ここ数年はスタッフの
退職や役員の高齢化で活動も滞りがちになり、「さ
かえ」を購読するだけの状態になっていました。

昨年春、会員を募り、再び「健康友の会」として
動き出しました。会員の対象者を糖尿病に限定せず、
高血圧や脂質異常症、さらには予防に心掛けている
人も含めて、健康を考える会として間口を広げてい
ます。また「さかえ」をとるＡ会員（36名）とお知
らせのみのＢ会員（17名）を設けています。

健康教室や調理実習、春に１泊、秋に日帰り旅行
を行い、徐々に親睦が深まってきました。高齢者の
多い会ですが、当会ならではのゆったりした活動を
とおして、みなさんと楽しい思い出づくりができる
ことに、友の会の大きな意義があると思います。

病いとつきあ
いながらも元気
な患者さんの笑
顔は、今、悩ん
でいるもう一人
を救う力を秘め
ています。

千葉県　青葉友の会

麻薙　安代

友の会発足４年を
迎えるにあたって

当院は平成15年５月に旧千葉市立病院から新築

移転し千葉市立青葉病院となり、糖尿病患者の増

加に伴いそれまで加入していた隣の千葉大学医学

部付属病院の患者会「いのはな友の会」から平成

17年１月に分離独立して「青葉友の会」を発足さ

せました。発足当時は20数名だった会員も現在は

70名余りとなり、年２回の食事会や日帰りバス旅

行、調理講習会などを定期的に行っております。

今年は８月の調理講習会で作った「麺が美味し

いヘルシーメニュー」を11月９日に開催された千

葉県支部主催「第６回・市民のための糖尿病教室」

行事「ヘルシーメニュー・コンテスト」に応募し

第２位の賞を頂きました。また、11月15日には房

総丘陵の中程にある亀山ダム周辺の散策を兼ねた

バスハイクを実施しました。毎回、最高齢の92歳

になる会員さんをはじめ参加者は30名以上あり、

交流と親睦を深めております。今後は、新会員の

方にもどんどん参加して頂けるよう役員の方達と

活性化を図っていこうと思っております。
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山梨県支部では、支部設立時からご活躍いただき
ました甲府共立病院の土屋和子先生に代わり、山梨
大学医学部第３内科の小林哲郎教授が平成18年から
新支部長になられ、新たな体制で再出発することに
なりました。

現在、山梨県支部には新分会が２つ誕生、１つの
分会が休会となり、12の分会があります。また、会
員総数は196名を数えます。しかし、加盟している
いくつもの分会では、会員の少人数化と高齢化で実
質的な活動が全く見られない分会もあります。

今後の活動を私なりに考えてみました、
①加盟する分会数の増加と会員数の確保。
②理事会・事務局機能の充実。
③分会相互のつながり強化。
④郡内方面（富士吉田・大月・都留）の拠点整備。
⑤会員ニーズの汲み上げ活動強化。

などの課題が考えられます。支部会活動が活発に
行われるよう、更なる協力が必要と思われます。

最後に、ちょっとだけ申し上げたいことが１つあ
ります。

それは「山梨県は遠くない！」と言うことです。
たまに会議に出席すると「どちらからですか？」

「はい、山梨からです！」「それは本当に遠くから大
変ですね。」と！しかし、山梨県民は皆さんが思う
ほど、東京（特に新宿方面）は遠くないと思ってい
ます。県民の感覚では茨城・群馬・長野・新潟・栃
木よりずっと近いと！そんな近い山梨県でセミナー
等開催時には是非ともお出かけ下さい。

山梨県支部について 山梨県支部について 
山梨県支部　副支部長山梨県支部　副支部長 

山梨病院糖尿病患者会　あさひ会　会長山梨病院糖尿病患者会　あさひ会　会長 
山梨県支部　副支部長 

山梨病院糖尿病患者会　あさひ会　会長 

谷戸　三治 谷戸　三治 

吉田病院善友会は、昭和59年２月に発足し、現在会
員数45名で活動しています。

主な行事は、２月の総会に始まり春の学習会（主に
運動療法）、夏の食事の学習会（調理実習、バイキング
等）、さらには毎年11月に新潟市で開催される、「糖尿
病を知る集い」への参加を兼ねた秋のバスハイキング
があります。昨年のバスハイキングは、新潟市内で豆
腐会席料理をいただきながら、市内の大学の落語研究
会による寄席を開き、楽しいひと時を過ごしました。
その後、「糖尿病を知るつどい」に参加しました。

春・夏の学習会は、非会員の方も自由参加で、それ
を機会に善友会への入会を勧めることもあります。数
年前より、善友会の会長さんが年に数回、毎週木曜日
に開催される糖尿病教室の空き時間を利用して、会員
の立場から会の活動を紹介しています。病院スタッフ
が話すよりも聞いている方々の表情が真剣で、新規会
員の獲得に貢献されていると思います。

これからも
会員の皆様方
と共に糖尿病
について楽し
く学ぶ活動を
行っていきた
いと思います。

新潟県　県立吉田病院　善友会

大野　恵子

まもなく25周年です


